
●参加費：無料（前日連絡で一人600円でお昼ご飯をご用意できます）

●申し込み：右のフォーム、または080-1432-4947 (北山)

　　　　　　akaokaakarenga@gmail.com

●持ち物：汚れても良い服装、飲み物

●ボランティア保険に加入しています。お名前・住所をお聞きします。

ワークショップ
申し込みフォーム

裏庭の草刈りもし

てくれて、夏の大

雨にも備えること

ができました。

みなさんありがと

うございました！

6月のワークショップの様子をのぞいてみよう！
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８/９(日)
小屋づくりに向けた
修繕ワークショップ

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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赤れんが商家をいろんな方に使っていただけるよう、裏庭に工具保管用の小屋を作り

たいと思います。小屋作りに向けて、まずは整地をしていきます！瓦を移動させたり、

下を整えたり、地道な作業ですが、お手伝いよろしくお願いいたします！

Before

主屋の西面の周りに
コンクリートの土間
が打たれていたこと
に気づき、土をすき
とって雑草が生えな
いようにしていまし
た。

雨の日の様子

ワークショップ後

土をすいたことで、
周りよりも低くなり
水が溜まる状態にな
っていました。大雨
の日はさながらお堀
のような状態に・・

南側の土間を一部切
り欠き、透水管を埋
め込みました。大雨
の日の水のたまりが
低くなっている様子
がわかります。

パンケーキカフェは
今月はおやすみです。
次回は9月開店予定！

お楽しみに！

6月21日、梅雨と台風で雨の日が多いこの頃、わずかな晴れ間
に恵まれ、修繕WSが開催できました！

事前に大工さんにコンクリートカッ

ターで目地を入れてもらっていたので

すが、コンクリートが分厚くて、バール

で剥がれるようなものではなく・・・急遽

大工さんに「はつり機」を借りにゆき、ひ

たすらコンクリートとレンガをハツリ

ます。

気をつけながらみんなで変わるがわ

る体験しましたが、これが大変！なん

とかハツリ終えることができ、透水管

を入れて、その上に、はつったコンク

リートをカナヅチで砕いて、砕石にし

て入れました。

みんなで楽しく
DIYしよう！



香宗川

あかお か駅（土佐くろしお鉄道 ）

赤れんが商家

赤岡小学校

絵金蔵 弁天座

 

連絡先：akaokaakarenga@gmail.com
Facebook ：https://www.facebook.com/akaoka.project

HP：https://www.akaokaakarenga.org

Address：香南市赤岡町772-1

赤れんが商家へは高知龍馬空港から東に約5km

発行元：NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト発行：2026年8月あかおかわらばん! Vol.128

まちのシンボルを未来へ繋ぐために、応援をお願いします！賛助会員募集

銀行振込・クレジットによる継続支払い・
クレジットによる単年度払いがご利用いた
だけます。

賛助会員年会費（個人・団体ともに）
一口 3,000円

ご入会くださる方は、下記へご連絡いただくか、本プロジェクト
HP、もしくは右のQRコードからお申し込みいただけます。

土佐特有の文化である絵金の芝居絵屏風を、町の風景
とともに未来につなげ、お祭りや町家等への関わりを
通して豊かなコミュニティを形成していくために、特
定非営利活動法人すてきなまち・赤岡プロジェクトの
活動を資金的に支援してくださる「賛助会員」さんを
広く募集しています。ご支援・ご協力のほど、よろし
くお願いいたします！

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に

取り組むとともに、香南市の地域資源を活かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。

本活動は、正会員・賛助会員・（公社）高知県建築士会青年委員会の後援により運営されています。

お天気にめぐまれて、須留田八幡宮神祭で芝居絵屏風が飾られました。報  告

須留田八幡宮の神祭は、毎年7月14日、15日に開催され

ます。神社では神事がとりおこなわれ、商店街では芝

居絵が飾られ、安心安全を祈り、やってくる邪気を払

うとともに、まちの人々を楽しませてきました。

平日に行われることもあり、週末に行われる絵金祭り

とはうって変わって、人もまばらで、しっとりとした

雰囲気の中、じっくりと芝居絵を鑑賞できるのが神祭

のよいところでもあります。

芝居絵を見守るのは赤岡の地域の方々。区ごとに見守

りを行い、雑談をしながら過ごすのも、地域の交流が

図られる良い時間となっています。

時代とともに、絵金の芝居絵屏風の価値が見直され、

芝居絵の運搬の際には手袋をして、一層大切に扱うよ

うになりました。一方で社会の移り変わりの影響で、

提灯が入手しにくくなったり、地域住民の高齢化によ

り提灯をかけることが難しくなったりと、課題も山積

です。

このお祭りを次世代に引き継ぐための話し合いが必

要な時期にきているようにも思われます。いつも町民

の創意工夫でピンチを乗り越えてきた赤岡町。高知の

豊かな歴史文化を未来に継承していけるように、取り

組んでいきたいと思います。

本町ストリートギャラリー

芝居絵展示の様子

金澤家周辺

赤れんが商家

本町2区

赤れんが商家の中 絵金祭りの報告は来月号をお楽しみに！！




